
⬆ICT機器は、時と場所を選ばないコミュニケーションツール。数学の授業で
は、友達の解答を表示させて見るなど、相乗効果で学習意欲を高めます。

➡『ロイロノート・ス
クール』を使用した
数学の添削の様
子。わからない箇所
はすぐに質問ができ
るので、自宅学習も
はかどります。

生徒に寄り添い、個を伸ばす。主体的
な生徒を最大限サポートするのも同校の
特長の一つ。近藤先生の受け持つ高１
生は、宿題など課題の提出に授業支援ク
ラウドシステム『ロイロノート・スクール』
を使用し、解き終わったノートをタブレット
端末やスマートフォンのカメラで撮影して、
先生にそのデータを提出しています。
「提出された答案を添削したり、質問に
答えて戻したりしています。課題に取り組
んでいるときや自習中にわからないことが
出てきた際に、すぐに質問をして解決でき
ると生徒にも好評です。教える側にとって
も、生徒一人ひとりの思考のプロセスや
理解度などをていねいに確認できるため、
次の授業に活かしやすいメリットを感じて
います」 （近藤先生）

一つの問題からじっくりと学ぶことで、応用力へとつなげていくPoint 1

『ロイロノート・スクール』の活用でいつでもどこでも質問ができるPoint 2

⬆この日の授業で紹介された解法は３つ。それぞれについて考察が加えられていきました。「教科書の解説を踏まえたうえで、
より効率的な解法や式の形が変わったときにどう対応できるかを議論しました」（近藤先生）

親身になって
教えてくれる先生が
たくさんいます！
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問題解決に向けた
論理的な思考力を養う“数学”

この学校の
情報は

「School-pot」へ 
［東京都板橋区・男子校］
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高１の数学の授業の様子。生徒との質疑応答
のなかで、さまざまな解法を紹介し、それぞれに
ついて考察しながら理解を深めています。

“答えの導き方は一つではない”思考力を鍛える授業

　同じ問題でも、さまざまな解き方で挑め
るのが数学の面白さ。この日、高１数学
の授業では、1つの例題に対し、生徒た
ちとの質疑応答の中で３つの解法が挙げ
られ、それぞれの解法のメリット・デメリッ
トや、どの解法がこの問題に最も適して
いるかをじっくりと考えました。
  次に、問題集にあるいくつかの問題を見
て、自分だったらどのように解いていくか、
各自で方針を考える時間をとりました。
　１つの問題に対して、解法のプロセス
をじっくりと学ぶことで、別の問題にも対
応できる応用力が身につきます。

⬆数学科教諭／
近藤拓也先生
（高１数学担当）

城北は、先生との距離が近く、
学びたい・やってみたいという気
持ちをいつでも応援してもらえる学
校だと思います。
僕は、経済や金融に興味があ

り、大学は経済学部に進学したい
と考えています。この夏休みは、
事前に自分で課題として設定した
苦手分野を重点的に自習しまし
た。学校が休みの日にも『ロイロ
ノート・スクール』を利用して先生
に質問できるのが、とてもありがた
いと感じています。

⬆嵐くん（高１）
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